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35. 水本一弘：医療事故調査制度施行後１年間の振り返り． 

 

【第 23 回日本麻酔・医事法制（リスクマネジメント）研究会（高知）】 2016.11.5 

36. 水本一弘：麻酔科医が実践すべき周術期の安全と安心． 

 

【日本麻酔科学会関西支部症例検討会（大阪）】 2016.11.19 

37. 羽場政法：シミュレーション教育における麻酔科医の役割．  

 



【第 14 回和歌山麻酔塾（和歌山）】 2016.12.10 

38. 羽場政法：医療安全管理者養成講習会（ASUISHI プロジェクト）に参加して． 

39. 水本一弘：医療安全-最近の話題． 
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40. 大岡卓司：苦痛のスクリーニングとその結果に応じた症状緩和．和歌山県においてがん診療に携わる医師および

医師以外の医療従事者に対する緩和ケア研修会（那賀）2016.7.17 

41. 江尻加名子：BLS 講習会 公立那賀病院（那賀）2016.1.23 

42. 小川幸志：専門的緩和ケア-神経ブロック．和歌山県においてがん診療に携わる医師および医師以外の医療従事

者に対する緩和ケア研修会（和歌山）2016.2.6 

43. 川股知之： 痛みは歪むー麻酔科医とペインクリニックー．和歌山県立医科大学第一内科学講座同門会（和歌山）

2016.1.11 

44. 月山 淑：緩和医療医ががん看護専門看護師に望むこと．和歌山県立医科大学がんプロフェッショナル養成基盤推

進プラン市民公開講座 看護師を効果的に活用する視点から和歌山（和歌山）2016.3.5 

45. 月山 淑：がん疼痛マネジメント～痛みが自宅へ帰れない理由にならないように～．病診連携緩和ケア講演会和歌

山（新宮）2016.4.16 

46. 川股知之：麻酔中の痛みの評価．大阪市立大学麻酔科学講座同門会総会（大阪）2016.5.7 

47. 川股知之：痛み学入門．麻酔科レジデントセミナー in 志賀島 2016（福岡）2016.6.4 

48. 川股知之：骨転移による痛みの発症メカニズム．疼痛管理から考える転移性前立腺癌の治療（神奈川）2016.8.27 

49. 上農喜朗：手術室火災の実例と消火対策の課題．消火の科学技術に関する専門委員会（東京）2016.3.4 

50. 北詰かや：新宮市立医療センター緩和ケア研修会（新宮）2016.11.19-20 

51. 北詰かや：血液ガス分析の読み方．新宮市立医療センター院内研修会（呼吸ケアチーム主催）（新宮）2016.3.30 

52. 北詰かや：筋弛緩薬とモニタリング．新宮市立医療センター手術室勉強会（新宮）2016.1.5 

53. 北詰かや：がんの痛みと治療．新宮市市民公開講座（新宮）2016.8.20 

54. 栗山俊之：和歌山県における がん疼痛緩和の状況．がん疼痛緩和と医療用麻薬の適正使用推進のための講習

会（和歌山）2016.3.12 

55. 栗山俊之：がん疼痛治療の概略 と 新たな鎮痛薬．公立那賀病院がん診療セミナー（那賀）2016.4.14 

56. 栗山俊之：がん性疼痛についてのワークショップ・神経ブロック・倦怠感．和歌山県立医科大学緩和ケア研修会（和

歌山）2016.8.27-28 

57. 栗山俊之：当院における「苦痛のスクリーニング」の取り組み ～スクリーニングのデータからみえること～．ターミナ

ルケアを考える会（和歌山）2016.10.29 

58. 栗山俊之：気持ちのつらさ・せん妄・がん医療におけるコミュニケーション．新宮市立医療センター緩和ケア研修会

（新宮）2016.11.20 

59. 西畑雅由：医療周辺機器の使用方法について．和歌山県立医科大学初期研修医勉強会（和歌山）2016.11.25 



60. 羽場政法：第 20 回 SED 指導者養成コース ユビキタス協創広場 CANVAS（東京）2016.1.31 

61. 羽場政法：第 61 回 SED 実践セミナー ユビキタス協創広場 CANVAS（東京）2016.1.31 

62. 羽場政法：AHA BLS 講習会 大阪歯科大学（大阪）2016.2.27 

63. 羽場政法：第 84 回 DAM 実践セミナー 静岡医療センター（静岡）2016.3.26 

64. 羽場政法：DAM セミナー ビックパレット福島（福島）2016.5.14 

65. 羽場政法：鎮静について．和歌山看護協会研修（田辺）2016.5.22 

66. 羽場政法：第 63 回 SED セミナー 大阪医科大学（大阪）2016.7.2 

67. 羽場政法：第 123 回 CVC セミナー 大阪医科大学（大阪）2016.7.2 

68. 羽場政法：第 88 回 DAM 実践セミナー 大阪医科大学（大阪）2016.7.3 

69. 羽場政法：JSA-AMA ガイドラインについて．日赤気道関連講習会（和歌山）2016.8.3 

70. 羽場政法：AHA ACLS 講習会 大阪歯科大学（大阪）2016.8.14 

71. 羽場政法：日赤気道関連セミナー 日本赤十字社和歌山医療センター（和歌山）2016.8.31 

72. 羽場政法：日赤気道関連セミナー 日本赤十字社和歌山医療センター（和歌山）2016.10.12 

73. 羽場政法：第 68 回 SED 実践セミナー 新潟大学医学部（和歌山）2016.10.15 

74. 羽場政法：DAM ワークショップ 高知市文化プラザかるぽーと（高知）2016.11.4 

75. 羽場政法：緩和研修会 日高総合病院（和歌山）2016.11.12 

76. 羽場政法：第 66 回 SED セミナー 大阪医科大学（大阪）2016.12.3 

77. 羽場政法：第 134 回 CVC セミナー 大阪医科大学（大阪）2016.12.3 

78. 羽場政法：第 91 回 DAM 実践セミナー 大阪医科大学（大阪）2016.12.4 

79. 平野勇生：全人的ケア ～治療と癒しの統合～．緩和ケアの推進に関する研修会（新宮）2016.8.6 

80. 平野勇生：緩和ケア概論．南和歌山医療センター緩和ケア研修会（田辺）2016.10.9-10 

81. 平野勇生：苦痛のスクリーニングと症状緩和．南和歌山医療センター緩和ケア研修会（田辺）2016.10.9-10 

82. 平野勇生：専門的な疼痛治療（放射線治療・神経ブロック）．南和歌山医療センター緩和ケア研修会（田辺）

2016.10.9-10 

83. 平野勇生：がん性疼痛についてのワークショップ．南和歌山医療センター緩和ケア研修会（田辺）2016.10.9-10 

84. 平野勇生：身体症状に対する緩和ケア（呼吸困難、消化器症状・倦怠感）．南和歌山医療センター緩和ケア研修会

（田辺）2016.10.9-10 

85. 平野勇生：在宅における緩和ケア．南和歌山医療センター緩和ケア研修会（田辺）2016.10.9-10 

86. 平野勇生：患者の視点を取り入れた全人的緩和ケア．南和歌山医療センター緩和ケア研修会（田辺）2016.10.9-10 

87. 平野勇生：緩和ケアについて．南和歌山医療センター教育研修部主催研修会（田辺）2016.10.20 

88. 平野勇生：心臓ペースメーカーと手術．南和歌山医療センター医局会勉強会（田辺）2016.11.18 

89. 平野勇生：がんの痛み ～いまむかし～．南和歌山医療センターがん患者サロン『和み（なごみ）』クリスマス会（田

辺）2016.12.9 

90. 丸山智之：気道確保．和歌山県立医科大学初期研修医勉強会（和歌山）2016.8.12 



91. 水本一弘：病院における医療安全活動 1.医療事故調査制度：概要と留意点 2.チーム医療＆ノンテクニカルスキ

ル．新宮市立医療センター医療安全職員研修会（新宮）2016.3.1 

 


